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《４-５月の海況》 
 

沿岸定地水温は、4月は浜田、恵曇とも「平年並み～
はなはだ高め」でした。5月は中旬時点で浜田、恵曇と
も「平年よりかなり高め」で経過しています。 
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 《 ４月の漁況 》 
【中型まき網漁業】 
浜田地区ではマアジ、カタクチイワシ主体の漁況であり、前年好漁であったカタクチイワシの漁獲量は前年

の 1 割と低調でしたが、マアジのそれは前年の 56 倍（平年並み）と好漁でした。西郷地区ではカタクチイワ
シ、マアジ主体の漁況で、浦郷地区ではそれらにウルメイワシも加わっていました。両地区ともマアジの漁獲
量は不漁であった前年の 1.7～3.3 倍と比較的好調に推移しました（平年並み）。 

【イカ釣漁業】 
浜田港（属地 5トン以上）ではスルメイカ主体の漁況でしたが、山陰西部沿岸域に漁場が形成されず、水揚

日数は平年の 1/5 となり、1隻 1航海当たりの漁獲量も平年の 5割であったため、全体の漁獲量は平年のわず
か 10%でした。西郷港（属人 5トン以上）ではスルメイカ主体の漁況で、1隻 1航海当たりの漁獲量は平年並
みであったものの水揚日数が平年の 1/3 であったため、全体の漁獲量は平年の 30%に留まりました。 

【沖合底びき網漁業】 
浜田港ではムシガレイ主体の漁況であり、1統 1航海当たり漁獲量は前年・平年並みとなりました。ムシガ

レイは平年の 1.5 倍の水揚げがあり、またソウハチ、ヤナギムシガレイも堅調に推移しました。このほか、ア
カムツは小型魚が中心ながら、まとまった漁獲が見られ、平年の 3.4 倍となりました。一方、ケンサキイカは
低調に推移し、平年の 30％の漁獲に留まりました。 

【小型底びき網漁業】 
和江、久手両地区とも沖曳き中心であり、和江地区ではソウハチ、久手地区ではソウハチ、ニギスが漁獲の

主体でした。また 1隻 1航海当たりの漁獲量は、和江では平年を 40％上回りましたが、久手では平年並みに
推移しました。和江ではソウハチ、アカムツが平年の 2.3 倍、久手ではアカムツが平年の 2.9 倍の漁獲があり
ました。 
【定置網漁業】 

石見地区の漁獲量は、1統当りではサバ類が平年の 1.7 倍でしたが、ブリが平年の 5割、マアジが 2割と低
調で全体では平年の 6割弱でした。出雲地区の 1統当りは、スズキが平年の 1.2 倍でしたが、マアジが平年の
7割、ブリが 5割と低調で全体では平年の 8割弱でした。隠岐地区の 1統当りは、ブリが平年の 1.8 倍、マダ
イが 1.3 倍でしたが、マアジが 6割と低調であったため、全体では平年並みとなりました。 

【釣・縄】 
石見地区ではブリ、メダイが主体に漁獲され、どちらも平年を上回る漁模様であり、全体の漁獲量は平年の

1.2 倍でした。出雲地区では主力のブリは平年並みの漁模様であり、全体の漁獲量は平年の 9割でした。隠岐
地区ではブリ、カサゴ・メバル類、スルメイカ等が漁獲され、全体の漁獲量は平年並みでした。 

４月 月平均 平年差 評 価 

浜田 15.3℃ +0.7℃ やや高め 

恵曇 15.5℃ +1.1℃ かなり高め 
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          （本誌はホームページでもご覧いただけます。） 
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【平成21年4月の漁獲統計】 

漁業種類 水揚港 主要魚種 
総漁獲量 CPUE（1 隻（統）１航海あたり漁獲量） 漁

模
様 漁獲量 前年比 ％ 平年比 ％ 漁獲量 前年比 ％ 平年比 ％ 

まき網 

（中型・大中

型） 

浜田 マアジ、カタクチイワシ 281 トン 31% 64% 12.8 トン 38% 69% ○ 

西郷 マアジ、カタクチイワシ 4,824 トン 104% 128% 59.6 トン 113% 113% ○ 

浦郷 カタクチイワシ、ウルメイワシ、マアジ 3,841 トン 130% 177% 53.3 トン 132% 147% ◎ 

イカ釣り 

（５トン以上） 

浜田 スルメイカ 11 トン 5% 10% 150 ㎏ 30% 45% ▲ 

西郷 スルメイカ 10 トン 25% 30% 153 ㎏ 77% 104%※ ○※ 
沖合 

底びき網 
浜田 ムシガレイ 310 トン 101% 92% 13 トン 105% 105% ○ 

小型 

底びき網 

久手 ソウハチ、ニギス 171 トン 81% 94% 699kg 86% 106% ◎ 

和江 ソウハチ 300 トン 92% 117% 990kg 105% 139% ◎ 

定置網 

(大型） 

浜田 ブリ、クロマグロ（ヨコワ） 7 トン 16% 29% 571kg 23% 31% ▲ 

美保関 マアジ、サワラ、ブリ、スズキ 76 トン 105% 97% 823kg 100% 97% ○ 

浦郷 マダイ、マアジ、クロマグロ（ヨコワ） 11 トン 80% 60% 379kg 83% 54% ▲ 

釣り・縄 

仁摩 ブリ、メダイ 19 トン 106% 137% 35 ㎏ 133% 108% ○ 

大社 ブリ 61 トン 71% 106% 65 ㎏ 97% 122% ◎ 

西郷 カサゴ・メバル類、メダイ 10 トン 100% 97% 33 ㎏ 115% 116%※ ◎※ 

平年比：過去5年（沖底のみ10年、※印のあるものは3年）の平均値との比較  漁模様（CPUE）：◎が平年以上、○が平年並み、▲が平年以下 


